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朝日の昇る前に清栄山越えに挑む選手

●

5月 26日 (土 )、 朝 5時に長陽村をスター

トして、阿蘇郡を駆け抜け阿蘇町にゴール

する、阿蘇カルデラスーパーマラソン (100

kmの部 。50kmの部)が開催されました。

今年の参加者は全国から757名。沿線町

村では大会を盛り上げようと、早朝から婦

人会、交通指導員、体育指導員、役場職員

などボランティアを総動員して、交通整理

や水の運搬、2.5 kmご との給水所や 5 kmご

とのエード (軽食)ステーションの設置、

運営などに大忙しでした。

沿道の人から大きな拍手と激励の言葉を

受けた選手たちは、暑い日ざしが照りつけ

る中、元気に走って行きました。

この季節は、新しい命も誕生する季

節ですが、色見中園の住吉義隆さん宅

では、郵便受けにヤマガラが巣を掛け

ました。 3月 初旬から2ヶ 月半ほど郵

便受けでお世話になり、 5月 10日 ごろ
にヒナ ドリは巣立って行きました。

清栄山を越えると風鎮太鼓でお出迎え

，
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エサをくわえた

親鳥の姿

一
園

はだしのランナーも、

無事100k m走 りぬきました

今か今かとえさを待つヒナドリ
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大字草部の国道325号線沿い吉見神社入り日付近の田園風景
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1.水と緑と上の |こおい、いつぱいの住みよい町 |こ します。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町 |こ します。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。
5.スポーツ|こ親しみ、心身をきたえ健全な町にします。
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おめでた・おくやみ

2001.4月受付分  敬称略

記賣電5‐や だし
―
 巌角糞

存 rれ:じ■ ラ  竃 i議

(4月 末日現在)

世帯数 2,613(+12)
男  3,732( 0)
女  4,017(- 3)
総 数 7,749(- 3)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>塚本文喜 工藤健蔵 中村恵美
子 住吉和男 末永留三 川津緑 佐藤信
三 二子石彰人 後藤英範

＜
に
が
サ
」

な
引
え
幸
ず
お

く

う
お
も
や み
しあ げ ます

凌ちゃん

4. 5生

だいき

大輝ちゃん
4.18生
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人口の動 き

善 貴 の灯
善意の灯
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愧

隕

麒

男

　

男
　
　
男

山口

(下町 ) 美
　
　
枝
　
一
香

純
　
　
徹

和

　

文

浩
清

父
母

父
母

父
母

元
美
康
和
戸
祠
木
鮮

L益城郡・矢部町
L色 見 。前 原

町

村

在

原

野尾

下

大

上

栃

吉

あ りが とうございま した

(敬称略)

渡邊 照英ちゃん
(横町) 4.7生

後藤
(洗川 )

治
代
時
幸
南
田
阿

仙

倉

町
社・
陽
立
ロ
草
蘇

住 所
中 国
峰の宿

西中原

′
]ヽイ中里予

御 遺 族
住吉 和男
二子石今朝光

佐伯 定徳
末永 留三
塚本 文喜
後藤 敬志
中村恵美子

佐藤 信二
二子石彰人

続柄

|サ

け

|サ

同11人

|サ

|‖ 母

夫

妹

妻

死 亡 者 イ11齢

住古 ミツエ 103
~]′
イiア イ」
′
  75

佐伯カナエ 90
111尾 アキエ 93

塚本 ミチヲ 84
後藤マツ 」■ 98

中付  貞よ|11 84
佐ナlト ンズ f・ 63

11石 ツヨキ 82

工  事  名 工  期 請負金額(円 ) 請 負 者

湧水 トンネル公園

トイレ浄化槽設置工事

H13.5/18´ ―ヽ

H13.6/25
6,993,000 (鞠藤本細

湧水 トンネル公園

トイレ設置工事

H13.5/18´ヽ

H13.6/25
7,245,000 下田工務店

高森町役場草部出張所

移転新築工事

H13.5/18～

H13.6/23
5,670,000 (株)草村企業

事務内容と部署ご案内
高森町役場/課 。所 。局・室 配置表 平成 13年 5月 22H現在

1 階
入
札
結
果

ｌ
Ｈ万
円
以
上

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付
を

行

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

■
と

き
　
六
月
二
十
二
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
一二
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

心
配
ご
と
相
談

休
日
在
宅
医

′

//
n

●  ●

●  ●

6月 17日は父の日です。

*都 合により変更になる場合があります。 阿蘇広域行政事務組合消防本部
テレホンサービスでお確かめ ください。 電話 0967-34-0099

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心
配

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
次

の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相
談
員
が

お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

診
療

は
午
前

９
時

か
ら

午
後

５
時
ま

で

▼
梅
雨
に
入
り
、
う

っ
と
う
し
い

日
々
が
続
き
ま
す
。
水
は
大
切
な
自

然
の
恵
み
で
す
が
、
時
と
し
て
計
り

知
れ
な
い
猛
成
を
ふ
る
い
、
大
き
な

災
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
昭
和
六
十
二
年
の
集
中
豪
雨
に

よ
る
大
災
害
を
思
い
出
し
、
日
頃
か

ら
気
象
情
報
に
注
意
し
た
い
も
の
で

す
。
▼
先
日
、
生
後
ま
だ
二
週
間
足
ら
ず

の
息
子
の
そ
ば
に
、
何
と
大
き
な
ム

カ
デ
が
這

っ
て
い
ま
し
た
。
さ
す
が

に
、
こ
の
と
き
ば
か
り
は
虫
嫌
い
の

新
米
パ
パ
も
、
勇
気
を
振
り
絞
リ
ム

カ
デ
を
退
治
し
て
、
ホ
ッ
と
ひ
と
安

心
。
し
ば
ら
く
し
て
、
ス
ヤ
ス
ヤ
と

眠
る
我
が
子
の
寝
顔
を
見
な
が
ら
、

ひ
と
リ
ニ
ヤ
け
て
い
る
私
が
い
た
。

∧
円石
各以
Ｖ

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
六
月
二
十

一
日
（本
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

草
部
地
区

■
と
　
き
　
六
月
二
十
二
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
七
月
七
日
（土
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
芙
蓉
館

頸コ田Я購 ■税務課長 岩 ド光廣

■国民健康保 険係

|」民健康保険税賦課徴収、老人医療等に関すること

●課長補佐 (兼係長)杉 田則秋
○係 古庄秀子 津留大輔
■固定資産税係

固定資産の調査・評価、1司税賦課徴収等に関すること

●係長 岩下公治 ○係 今村親助
■ 町民 税 係

町税の賦課徴収等に関すること

●係長  工藤英二
○係 後藤一寛 住吉勝徳 除田梨香

麒舅鷹瞼轟 ■収入役 有働和幸
■収入役室長 岩下健治
■会計係

現金・有価証券等の出納・保管・記録、支払の審査、決算

調整、用品調達基金等に関すること

●係長 佐伯実 ○係 高木恵美子

６

月

‐０

日

６

月

‐７

日

６

月

２４

日

７

月

１

日

７

月

８

日

７

月
‐５

日

７

月

２０

日

７

月

２２

日

南
郷
谷
整
形
外
科

Ｔｅ‐
②
‐
３
３
５
１

渡

辺

内

科

Ｔｅｌ
⑦
‐
１
７
７
７

後

藤

医

院

Ｔｅ‐
⑦
‐
０
０
１
９

立

野

病

院

Ｔｅｌ
③
‐
０
１
１
１

南
阿
蘇
ク
リ
ニ
ッ
ク

Ｔｅ‐
⑦
‐
２
０
３
０

藤

本

医

院

Ｔｅｌ
⑦
‐
０
０
２
０

平

田

医

院

Ｔｅ‐
②
‐
０
２
１
６

馬
原
内
科
医
院

Ｔｅ‐
②
‐
０
６
４
６

鮨饉目

富
周

書
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(2)(19)今度の温泉館休館日 6月 19日 ・20日 ・21日 /7月 18日 6月 は機械設備点検
のため、3日 間休館させていただき

ます。中し訳ありませんがご協力をお願いします。

■町長 今村博信

直圏轟麗懸  ■総務課長 岩下生人
■総務審議員 (職員倫理対策担当)佐 伯秀和
■行政係

条例の制定・改廃の審査、職員の人事 。給与・福利厚生、

選挙、人権擁護員、自衛官募集等に関すること

●係長 甲斐敏文 ○係 沼田勝之 岩下雅広
■交通防災係

消防団、防災、交通安全対策、交通災害共済制度等に関する

こと

●係長 安方含
■財政係

財政計画、一般・特別会計の編成・執行調整等に関すること

●係長 河崎みゆき ○係 丸山雄平
■財産管理係

町有建物・町有林・車両等の町有財産の総括に関すること

●係長 佐伯実範 ○係 井上寿一
■電算係

電算組織の管理・運営、電算処理の総合調整等に関すること

●係長  白石一弘
■電話交換手 橋本加奈子

饉隧鯰賑飩 ■建設課長 渡辺哲郎
■土木係

道路・河川・橋梁、下水道事業等に関すること

●係長 甲斐邦博 ○係 岩田秋広 石田昌司
■農地土木係

土木・農地及び林務災害復旧、かんがい用水、土地改良事

業、農道計画等に関すること

●係長 阿部恭二 〇係 村 L純一
■建築係

町営住宅・町有営造物の建築及び営繕、建築基準法等に

関すること

●課長補佐 (兼係長)1頼井公吉郎 ○係 後藤健一

頸麗≪贔炒園囃慇簸瀬議 (農林振興課長事務局長兼務 )

■農地係

農業委員会、農業者年金、認定農業者等に関すること

●係長 田上美男  ○係 二子石誠

饉は激面轟饉轟 ■農林振興課長  廣木富八
■農業振興係

農業・畜産・水産振興等に関すること

●係長 橋本和則 ○係 安藤吉孝 村嶋立章
■林業振 興係

林業振興、治山事業等に関すること

●係長 甲斐利男

鷹

=詔
鋪圏警諷 ■保健福祉課長 岩下 II目 久

■福祉係

児童・母子・障害福祉、援護法等に関すること

●係長 岩下茂巳
○係 松本満夫 緒方久哉 竹原美和子
■介護保険係

介護保険、介護予防,・ 老人福祉等に関すること

●課長補佐 (兼係長)後 藤三治
○係 橋本今朝子 具原友紀
■保健推進係

健康づくり、狂大病予防、一般廃棄物等に関すること

●係長 馬原恵介
○係 野中裕美子 高崎康誌 東貴子 宮本直美

屹巫巖轟艤繭謝 ■住民生活課長 後藤秀希

■戸籍住民係

戸籍・住民票・印鑑等の各種証明、埋火葬の許可等に関す
ること

●係長 佐藤武文 ○係 今吉輝子
■国民年金係

国民年金等に関すること

●課長補佐 (兼係長)二 子石衛
■同和対策係

地域改善対策、人権啓発推進等に関すること

●係長 古庄良一

町民ホール
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「く
ら
し
に
身
近
な
金
融
講
座
」

通
信
講
座
開
講

暮
ら
し
に
役
立
つ
身
近
な
金
融
経

済
の
知
識
を
中
立
公
正
な
立
場
か
ら

解
説
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
合
理
的

で
賢
い
家
計
運
営
や
生
活
設
計
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
、初
心
者
を
対
象

に
し
た
通
信
講
座
で
す
。
受
講
料
は

無
料
で
す
。

■
期
間
′
九
月
～
十
二
月

（四
回
、

毎
月
テ
キ
ス
ト
を
送
付
）

■
受
講
費
用
　
無
料
（受
講
者
が
添

削
課
題
を
送
付
す
る
郵
送
料
は
受
講

者
負
担
）

■
対
象
者
　
熊
本
県
在
住
者

■
募
集
人
員
　
五
十
名

■
申
し
込
み
方
法
　
郵
便
ハ
ガ
キ
に

て
、
①
お
名
前

（ふ
り
が
な
）
、
②
年

齢
、
③
職
業
、
、④
郵
便
番
号
、
⑤
住

所
、⑥
電
話
番
号
を
明
記
の
上
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
の
締
め
切
り

六
月
三
十
日

（土
）
必
着

（応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
）

■
郵
送
先

〒

１

３

５

１

０

０

４

８

東
京
都
江
東
区
門
前
仲
町

一
丁
目
十

番
三
号
　
カ
ニ
エ
仲
町
ビ
ル
内

「く
ら
し
に
身
近
な
金
融
講
座
」
係

■
問
い
合
わ
せ
先

金
融
広
報
中
央
委
員
会

ＴＥＬ
０
３

・
３
２
７
７

・
２
１
６
３

熊
本
県
貯
蓄
広
報
委
員
会

ＴＥＬ

０

９

６

・

３

８

３

・

１

１

１

１

（内
線
７
４
１
１
）

放
送
大
学
　
学
生
募
集

平
成
十
三
年
度
第
二
学
期

（十
月
入
学
）

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
大
学
教
育
を
行
う
正
規

の
通
信
制
四
年
制
大
学
で
す
。
四
年

以
上
在
学
し
所
定
の
単
位
を
修
得
す

れ
ば
、
「学
士

（教
養
）」
学
位
が
取

得
で
き
ま
す
。

十
八
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
入
学
で
き
、
一
科
目
だ
け
で
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
募
集
学
生
　
全
科
履
修
生
（卒
業

を
目
指
す
学
生
）
、
選
科
履
修
生
（
一

年
間
在
学
す
る
学
生
）
、
科
目
履
修

生

（半
年
間
在
学
す
る
学
生
）

■
出
願
受
付
　
平
成
十
三
年
六
月
十

五
日

（金
）
か
ら
平
成
十
三
年
八
月

十
五
日

（水
）

■
資
料
請
求

・
問
い
合
せ
先

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
５
９

・
４
８
９
０

資
料
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ

０

１

２

０

・

８

６

４

・

６

０

０

阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
募
集

県
と
阿
蘇
郡
十
二
ヶ
町
村
が
出
資

し
て
い
る
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、事
務
局
長
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
高
校
卒
業
以
上
で
昭

和
二
十
六
年
四
月
二
日
～
昭
和
四
十

二
年
四
月

一
日
生
ま
れ
（地
域
づ
く

り
・観
光
振
興
関
係
の
経
験
が
あ
る

方
で
、
普
通
自
動
車
免
許
要
）

■
勤
務
地
　
一
の
宮
町
宮
地

■
給
与
　
年
体
制
四
百
万
円
～

一
千

万
円
■
待
遇
　
社
会
保
険
完
備
、
週
休
二

日
制
、
年
次
休
暇
有
り

■
応
募
方
法
　
履
歴
書

（写
真
貼

付
）
、
こ
れ
ま
で
に
実
践
し
て
き
た

地
域
づ
く
り
、観
光
振
興
交
流
活
動

に
つ
い
て
の
職
歴
、
経
験
に
関
す
る

記
載
記
事
、
論
文
等
が
あ
れ
ば
添

付
。
小
論
文

「応
募
の
動
機
、
私
が

取
り
組
み
た
い
阿
蘇
の
地
域
振
興
」

Ａ
４
た
て
、横
書
き
、
ワ
ー
プ
ロ
、
二

千
字
以
内
、手
書
き
不
可
を
郵
送
に

て
。
■
応
募
期
間
　
六
月
一
日
～
六
月
三

十
日
ま
で
（六
月
三
十
日
消
印
有
効
）

■
第

一
次
審
査
　
七
月
中
旬
（書
類

選
考
）

■
第
二
次
審
査
　
八
月
上
旬
に
面

接
・発
表
会
の
ほ
か
、
輪
地
切
り
（野

焼
き
の
た
め
の
防
火
帯
づ
く
り
）
、

地
元
住
民
と
の
交
流
な
ど
の
体
験
審

査
を
実
施
。

■
採
用
決
定
　
八
月
中
旬

■
採
用
開
始
　
平
成
十
三
年
十
月

一

日
（半
年
間
の
試
用
期
間
を
設
け
、本

採
用
は
平
成
十
四
年
四
月

一
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

（財
）
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
　
担
当
／
中
川

Ｌ
０
９
６
７

く
ま
も
と
陶
磁
器
展
の
ビ
案
内

七
月
六
日
ヽ
人
口
の
三
Ｈ
間
、
Ｌ

益
城
郡
益
城
町
の
産
業
展

小
場
「
グ

ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
」
に
、
県
内
八
十

以
Ｌ
の
窯
元
を

＾
堂
に
集
め
て
「
一

ｏ
ｏ

＾
年
く
ま
も
と
陶
磁
器
展
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

出
展
窯
元
の
力
作
が
展

小
販
売
さ

れ
る
の
は
も
と
よ
り
、
「
器
を
楽
し

む

コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
好
み
の
器
で

食
事
を
し
た
り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「普
段
づ
か

い
」
だ
か
ら
こ
そ
こ

だ
わ
り
た

い
、
あ
な
た
に
ビ

ッ
タ
リ

の
器
を
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
に
探
し
に
行

き
ま
し
よ
う
に

■
会
場
構
成

●
各
窯
元
の
作
品
展

小
・販
売

０
器
を
楽
し
む
飲
食
コ
ー
ナ
ー

●

コ
ン
ペ
作

‐‐‐‐
‐‐
展
示
コ
ー
ナ
ー

●
各
窯
元
の
逸
品
コ
ー
ナ
ー

●
陶
磁
器
関
連
古
籍
販
売
コ
ー
ナ
ー

０
作
陶
体
験
コ
ー
ナ
ー

（予
定
）

０

一
坪
庭
園
コ
ー
ナ
ー

（予
定
）

■
入
場
料

当
日
本
圧
百
円
、
制
引
券
三
白
円

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

担
当
／
河
野
、　
藤
本

ＴＥＬ

０

９

６

・

２

８

６

・

８

０

０

０

2 1指

●  ●

●   ●

シ
健
康
情
報

熊
本
県
保
険
医
協
会
で
は
、
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
健
康
情
報

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

六
月
の
テ
ー
マ
は
以
下
の
と
お
り

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
月
　
バ
イ
ア
グ
ラ
に
つ
い
て

■
火
　
心
臓
病
と
バ
イ
ア
グ
ラ

～
ニ
ト
ロ
製
剤
と
の
併
用

は
危
険
～

■
水
　
匂

い
が
わ
か
ら
な
い

■
木
　
口
が
か
わ
く
の
は
病
気
で

し
ょ
う
か
？

■
金
　
Ｃ
型
肝
炎

■
土

・
日
　
繰
り
返
す
膀
脱
炎

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

ＴＥＬ

０

９

６

・

３

８

５

・

３

３

０

０

４

８

０

１

学
校
関
係
職
員

■
高
森
小
学
校
　
□
給
食
共
同
調

理
場
　
▽
給
食
調
理
従
事
員
　
原

克
子
　
本
田
フ
ミ
子
　
荒
牧
と
も

子
　
緒
方
光
代
　
田
上
マ
チ
ヨ

中
川
雄

一
朗
　
▽
用
務
員
　
相
馬

マ
リ
■
高
森
東
中
学
校
　
□
給
食
共
同

調
理
場

▽
給
食
調
理
従
事
員
　
本

多
小
代
子
　
岩
下
美
子
　
▽
用
務

員
　
甲
斐
明
美
▽
運
転
手
　
城
井

若
生
　
栗
焼
憲
章
　
甲
斐
武
敏

保
育
園
関
係
職
員

■
色
見
保
育
園
　
▽
主
任
保
育
士

熊
谷
優
子
　
▽
保
育
士
　
四石
下
美

智
　
工
藤
淳
子
　
▽
給
食
調
理
員

野
尻
秀
子

■
草
部
保
育
園
　
▽
主
任
保
育
士

瀬
井
類
子
　
▽
保
育
士
　
堀
田
美

幸
　
伊
藤
貴
美
恵

■
草
部
北
部
保
育
園
　
▽
主
任
保

育
士
　
野
尻
須
恵
子
　
▽
保
育
士

高
木
恵
美

■
野
尻
保
育
園
　
▽
主
任
保
育
士

武
田
喜
久
美
　
▽
保
育
士
　
円石
下

通
江
■
河
原
僻
地
保
育
園
　
▽
主
任
保

育
士
　
興
相
と
め
子
　
▽
保
育
士

佐
藤
さ
お
り

(月 )時間10時から15時まで (18)
Ａ
Ｕ

／
／
ワ
‘木民

Ｊ

／

／

ワ

‘
月民

Ｊ
Ｏ
ん
／
／
沢
Ｕ金

民

Ｊ

／

／

′

Ｕ
日払支ノヽσ場役

(3)

削憑藝甕@痣絋 ■企画観光課長 村上源喜
■企画係

総合計画、消費者行政、統
「
|、 広報、公共交通通信、公害

等に関すること

●係長 古澤建生 ○係  ll[||■浩尚 岩下徹
■商工観光係

商工業、観光振興、企業誘致、高森,||]t泉館、高森湧水トンネ

ル公園等に関すること

●係長 阿南一也 ○係 荒牧久
■地籍調査係

地籍調査、国 li調企法等に関すること

●係長 後藤和幸
○係 甲斐峰雄 占澤要介 自石孝二

E雇理鷺鯰財祗 ■監査事務局長 阿南哲 也
幣企に関すること

′
「Ltl11'ド

議場

翻囲固目園奎 ■教育長 佐藤昭也
■教育委員会事務局長 山村将護
■学校教育係

町立小・中学校の学校教育予算、事務局・教育機関の職員

給与・人事等に関すること

●事務局次長 (兼係長)長 尾和博 ○係  東幸祐
■施設管理係

学校・社会教育施設の管理、運営整備拡充等に関すること

●係長 後藤正三
■社会教育係

社会教育・文化財、公民館活動、文化・体育等に関すること

●係長 秋山清二 〇係 岩下そのえ
○社会教育指導員 児玉邦男
○英語指導助手 ギャレット・フランズ

肛麗躍澤轟霞闘 ■議会事務局長 色見隆夫

■庶務係

町議会の開催・運営・経理、議員互助・共済等に関すること

●係長 佐藤幸一

委員会室

匿コ甕割彊団轟爾鸞■水資源対策課長 芹口誓彰

■維持管理係

水資源の保護、開発、水道使用料の賦課徴収、農業用水、水

質検企等に関すること

●係長 色見継治 ○係 野尻光也

■高森 中央 出張所長  桐 原 一紀
町内全域の戸籍及び住民基本台帳、印

鑑登録及び各種証明、 税の徴収等に関す
ること

●住民係長  田上真一

■草部 出張所長  岩下紀久雄
草部地区の戸籍及び住民基本台帳、印

∫,監登録及び各種証明、 税の徴収等に関す
ること

●住民係長 村嶋兵志郎

■野尻出張所長 住吉五夫
野尻地区の戸籍及び住民基本台帳、印鑑

登録及び各種証明、税の徴収、朋遊館運営

等に関すること

●住民係長 甲斐末久

陽藤輻隕隕玲鰈

高森中央出張所



町
内
の
山
や
川
に
は
、
不
法

投
棄
現
場
が
数
多
く
、
い
ま
だ

に
増
え

つ
づ
け
て
い
ま
す
。

捨
て
ら
れ
て
い
る
場
所
は
、

い
ず
れ
も
ひ
と
け
の
な
い
山
林

地
域
が
ほ
と
ん
ど
で
、　
一
般
廃

棄
物
や
産
業
廃
棄
物
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
物
が
捨
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
以
上
き
れ
い
な
環
境
を

損
な
わ
な
い
よ
う
に
と
、
高
森

町
で
は
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

に
関
す
る
監
視
員
設
置
要
綱
を

定
め
ま
し
た
。

不
法
投
棄
監
視
員
は
、
各
地

域
の
実
情
に
詳
し
い
駐
在
嘱
託

員
の
皆
さ
ん
に
委
嘱
さ
れ
、
活

動
内
容
は
、
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
に
関
す
る
情
報
提
供
や
実
情

等
に
合
わ
せ
た
対
策
の
検
討
、

町
内
の
巡
回
指
導
な
ど
と
な

っ

て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
も
日
頃

か
ら
不
法
投
棄
を
し
な
い
よ
う

に
、
ま
た
さ
せ
な
い
よ
う
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
不
法
投
棄
の

現
場
を
目
撃
し
た
ら
、
車
の
ナ

ン
バ
ー
等
を
控
え
て
、
下
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
自
然
環
境
は
、
私

た
ち
の
手
で
守
り
ま
し
よ
う
。

女
性
演
歌
歌
手
が
高
森
春
に
や

っ
て
来
た

宮
崎
県
南
郷
村
出
身
の
演
歌
歌
手

南
理
恵
さ
ん
が
、
五
月
九
日
、
高
森

寮
を
訪
れ
、
約
七
十
人
の
入
所
者
た

ち
を
ま
え

に
、
自
分

の
持
ち
歌
や

ヒ
ッ
ト
曲
な
ど
を
熱
唱
さ
れ
ま
し

た
。

全
国
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出

演
し
な
が
ら
、
月
に
五
回
は
福
祉
施

設
を
訪
問
し
て
い
る
と
い
う
南
さ
ん

は
、
こ
の
日
も
前
日
の
イ
ベ
ン
ト
出

演
が
終
わ
り
、
時
間
が
空
い
た
こ
と

か
ら
急
き
ょ
訪
間
が
決
ま

っ
た
そ
う

で
す
。
入
所
者

一
人
ひ
と
り
と
握
手
を

し
な
が
ら
会
場
を
回

っ
た
り
、
希

望
者
は
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
と
し
て

踊
れ
た
り
と
、
入
所
者
は
皆
大
喜

び
で
し
た
。

南
さ
ん
は
、
こ
の
後
も
小
国
町
の

福
祉
施
設
を
訪
問
さ
れ
る
予
定
で
、

三
日
間
の
休
み
の
間
に
、
合
計
八
施

設
を
訪
問
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

「高
齢
者
歩
行
教
育
シ
ス
テ
ム
」

で
交
通
安
全
を
！

熊
本
県
警
が
今
年
度
か
ら
導
入
し

た
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
を
使
い
道
路
の
横
断
を
模
擬

体
験
で
き
る
、
交
通
安
全
教
材
で

す
。草
部
北
部
地
区
の
、
高
齢
者
学
級

開
講
式
に
出
席
し
た
約
二
十
人
の
お

年
寄
り
が
、道
路
を
横
切
る
際
の
危

険
性
を
体
験
し
ま
し
た
。

車
を
運
転
の
私
た
ち
も
、
交
通
安

全
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

●肥
後
狂
句
　
　
　
　
　
卯

月

大
声

で
　
へ
ら
鮒
釣
り
に
お
ご
ら
る
る

速
す
ぎ
る
　
ヘ
リ
で
颯
学
で
け
ん
ど
か

大
声
で
　
木十
寿
と
喜
寿
が
話
し
よ
る

お
揃

い
で
　
ハ
チ
プ

ロ
に
な
る
晨
休
日

お
馬
屁
さ
ん
　
ウ
イ
ン
ク
だ
け
で
近
う
客

逹
す
ぎ
る
　
道
問
ミ
え
た
か
も
条
薇
ん

逹
す
ぎ
る
　
孫
は
ロ
ン
ド
ン
夫
使
ケ

ん

ァ
危

ァ
　
野
焼
き
に
風
の
手
伝
う
て

お
揃

い
で
　
世
界

一
月
し
て
来
ま
す

危

ァ
危

ァ
　
飛
行
機
に
い
る
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

大
声

で
　
話
半
分
お

っ
と
ら
す

逹
す
ぎ
る
　
お
手
飲
だ
け
じ
ゃ
も
の
だ
ら
ん

危
ァ
危

ァ
　
ま
だ
信
管
は
死
ん
ど
ら
ん

春
霞
ま
な
か
い
の
山
几
え
隠
れ

ゆ
る
ゆ
る
と
卑

の
跡
や
春
の
泥

草

の
茅
を
踏
む
よ

い
と
し
て
よ
ろ
け
け
り

た
梅
や
姜
美
し
く
老

い
初
め
し

子
に
分
か

つ
一者
を
多
め
に
植
え
に
け
り

女
の
子
持
た
ぬ
娘
に
雅
買
ひ
ぬ

て
っ
べ
ん
を
隠
し
根
子
岳
今
朝
の
今
え

コ
ー
ヒ
ー
の
杏
り

ひ
ろ
が
る
ネ
白
差
し

老
い
鷺
の
脚

一
本
に
水
温
む

一
般
の
方
の
肥
後
狂
句
、
短
歌

（阿
蘇
御
神
大
会
）

扶
年
口
　
　
一
歩′

松
野
　
笑
声

佐
伯
　
人ヽ
雄

浦
塚
　
南
人

堀
口
　
斗鰊
仙

桐
原
　
白
酔

馬
源
　
馬
笑

日
本
　
ふ
司

上
井
カロ
根
女

渡
辺
　
雲
海

林
　
　
不
恙

佐
藤
　
菫
信

口
上
黙
公
子

本

口
　
澄
子

際

ロ
ウ
ミ
オ

佐
伯

．昭
子

佐
伯
　

えヽ
雄

佐
伯
み
ず
ほ

佐
伯
　
喜
弥

荒
牧
ア
ヤ
子

坂
口
寿
美
子

堀
口
　
　
”彩

俳
句
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

■́田臨 .=
地
域
や
学
校

。
園
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
行
事
な
ど
の
楽
し
い
話
題
や
催
し
の
情
報

。
報
告
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

は、

環境問題が騒がれている現在でも、心無い人による不法投棄

で、山や川が大量のゴミで汚されています。

連 絡 先

各地区の不法投棄監視員

(駐在嘱託員)又は、

■役場保健推進係

丁EL 2-1111(内 線 125)
■阿蘇保健所環境係

丁EL0967 - 32 - 0535

「不法投棄」 許しません !

●  ●

●
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（老
人
ク
ラ
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子
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会
文
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ク
ラ
ブ
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一化
さ
ん
た
ち

雨
に
“
れ
て

″

今ヽ

天
を・乳
に

し

て
お

く
れ

さ

ヽ

ヽ

「
し

一っち
の
お
一に
・

水
と
あ
「囃
一
に
■
し

・ヽ
フ

ヽ

、ヽ

○

ク

ぐ
，
た

０

・′

Ｌ
孔
．よ

イ
フ
マ
ン
るo..フ

つワ

な

ヽ

①廃棄物処理法 (河川への不法投棄を含む)
・生活ゴミの不法投棄 (法第 16条 )

1年以下の懲役又は300万 円以下の罰金 (法第 26条 )

・事業系の不法投棄 (法第 16条 )

(産業廃棄物、農業用ビニール、廃タイヤ、 ドラム缶等 )
5年以下の懲役、1000万円以下の罰金又は、この併科(法第25条 )

法人等に対しては 1億円以下の罰金 (法第 26条 )

②河川法
・河川への不法投棄

3ヶ 月以下の懲役又は 20万円以下の罰金 
・

(河川法施行令第 59条 )
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ギ
ャ
レ
リ
ヽ
発
生
が
お
塘
さ
ん
に

野
焼
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
交
流
会

阿
蘇
に
春
を
呼
ぶ
野
焼
き
。
有
畜
農
家
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
中
止
の

危
機
に
陥

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
美

し
い
自
然
を
護
ろ
う
と
野
焼
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
、
野
焼
き
が

続
い
て
い
る
村
山
地
区
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
会
が
今
年
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

四
月
二
十
九
日

（日
）、
（財
）
グ

リ
ー
ン
ス
ト
ツ
ク
と
村
山
区
（田
上

安
盛
区
長
）、
同
牧
野
組
合
（田
上
求

組
合
長
）
が
共
催
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
十
八
名
を
含
む
お
よ
そ
六
十
名
が

参
加
し
て
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
は
、
輪
地
切
り
作
業
や
野
焼

き
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
へ
の
お
礼
に
と
実

施
し
た
も
の
で
す
。

グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
が
推
進
し
て

い
る
、
肥
後
牛
の
消
費
拡
大
を
兼
ね

た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
、
地
元
の
ご
婦

人
方
の
手
作
り
田
楽
、

だ
ご
汁
等
で
の
お
も
て

な
し
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会

場
で
は
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ

オ
ケ
の
披
露
も
あ
り
、

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち

に
、
爽
快
な
気
分
で
交

流
が
深
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
か
ら
、
「来
年

も
ま
た
、
輪
地
切
り
や

野
焼
き
に
ぜ
ひ
参
加
し

ま
す
。」
と
、
あ
り
が
た

い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

本
町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（外

国
語
指
導
助
手
）
ギ
ャ

レ
ツ
ト
先
生
が
、
上
在

の
含
蔵
禅
寺
に
お
い

て
、
五
月
十
日
出
家
の

た
め
の
儀
式

「
得
度

（と
く
ど
）式
」
を
行
い

ま
し
た
。

式
は
、
寺

の
本
堂
で

檀
家

（だ
ん
か
）
の
人
ら
約
五
十
人

が
見
守
る
中
、
厳
か
に
営
ま
れ
、
式

が
終
わ
る
と
、
含
蔵
禅
寺
の
本
田
幸

則
住
職
か
ら
、
「
フ
ラ
ン
ズ
幸
雲
（こ

う
う
ん
）」
と
い
う
法
名
を
受
け
ま

し
た
。
ギ
ャ
レ
ツ
ト
先
生
は
、　
一
昨
年
、

本
町
に
赴
任
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
日

曜
祝
日
を
除
く
毎
日
、
早
朝
か
ら
座

禅
を
約
四
十
分
行
い
、
清
掃
を
し
、

精
進
料
理
の
朝
食
を
食
べ
て
か
ら
学

校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

二
年
間
の
任
期
を
終
え
て
、
七
月

に
帰
国
さ
れ
る
ギ
ャ
レ
ツ
ト
先
生
で

す
が
、
同
二
十
七
日
に
ハ
ワ
イ
で
仏

前
結
婚
式
を
挙
げ
る
予
定
で
す
。

こ
の
日
は
、
婚
約
者
の
ト
レ
イ

シ
ー

・
テ
レ
ル
さ
ん
も
、
式
を
見

守

っ
て
い
ま
し
た
。

し
た
。
一
昨
年
、
昨
年
と
同
地
区
で

参
加
さ
れ
た

一
部
の
人
た
ち
は
、各

地
の
野
焼
き
や
輪
地
切
り
に
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
山
内

専
務
か
ら
、
「
野
焼
き
に
限
ら
ず
、
い

ろ
ん
な
面
で
協
力
で
き
る
こ
と
は
し

た
い
。」
と
の
言
葉
に
、参
加
者
は
感

謝
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
あ
ら
ゆ

る
方
面
で
の
交
流
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
に
は
、
野
焼

き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
九
州
各
県

は
も
と
よ
り
山
口
や
広
島
方
面
か
ら

も
登
録
が
あ
り
、
約
九
百
名
が
出
番

を
待

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

二
十

一
世
紀
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の

世
紀
と
言
え
る
ほ
ど
、多
く
の
方
の

力
添
え
が
各
方
面
で
必
要
か
と
思
え

ま
す
。
私
た
ち
も
少
し
で
も
人
に
役

に
立
つ
こ
と
を
見
つ
け
、協
力
し
た

い
も
の
で
す
。

高
森
中
（男
子
）

東
　
中
（女
子
）

郡
大
会
で
優
勝

（熊
本
県
中
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
郡
大
会
）

五
月
十
二

・
十
三
日
、
長
陽
中
学

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
高
森
勢
が

ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
呆
た
し
、
六
月
二

日
か
ら
行
わ
れ
る
県
大
会
に
駒
を
進

め
ま
し
た
。

男
子

の
部
で
優
勝
し
た
高
森
中

は
、
決
勝
で
五
十
点
以
上
も
の
大
差

を

つ
け
て
、
圧
倒
的
な
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

ま
た
、
女
子

の
部
優
勝

の
東
中

は
、
今
ま
で
勝

つ
こ
と

の
で
き
な

か

っ
た

一
の
宮
中
を
破
り
、
悲
願
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

県
中
体
連
の
前
哨
戦
と
も
い
え
る

こ
の
大
会
を
制
覇
で
き
た
こ
と
は
、

選
手
た
ち
の
大
き
な
自
信
と
な

っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

火
災
の
初
期
消
火
で
感
謝
状

三
月
十

一
日
午
後
六
時
ご
ろ
、
民

家
の
屋
根
か
ら
煙
が
上
が
っ
て
い
る

の
を
、
河
原
市
野
尾
の
白
石
孝
子
さ

ん
が
発
見
。
白
石
美
津
子
さ
ん
と
、

自
石
年
男
さ
ん
の
二
人
で
消
火
作
業

を
行
い
、被
害
を
最
小
限
に
お
さ
え

ま
し
た
。

迅
速
的
確
な
三
人
の
行
動
に
対
し

て
、
五
月
二
十
三
日
、
高
森
町
並
び

に
広
域
消
防
本
部
よ
り
、感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

新
し
い
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

任
期
満
了
に
よ
り
、
五
月
十
日
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の

改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

公
平
で
き
れ
い
な
選
挙
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

任
期
は
、
平
成
十
七
年
五
月
九
日
ま
で
で
す
。

●   ●

●   ●
(敬称略 )委員長

委員

補充員
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鶴林壽典 大字河原 609-2

宇藤賞雄 大字色見 2111

井上英雄 大字矢津田 2878

二子石範男 大字高森 1611-7

野尻善人 大字津留 762

佐伯誠登 大字上色見 1679-1

岩下嘉雄 大字高森 1537

後藤幸光 大字芹日 1528

ｏ
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この機進儘や あなたの新 ″ゞ生き不簸機夢

③ 説 明 内容 は書 面 で確 認

説明内容は契約書面に記載

されているかどうか確認す

る必要があります。

②はっきり言おう
「いりません」

相手はプロです。中途半端

な態度がいちばん危険です。

特に「結構です」という答

え方は肯定の意味にもとら

れかねません。

①うまい話にご用心

うまい話はまずないと思っ

てください。 「あなただけ

特別に 。・・」はだれにで

も言っています。

源
泉
所
得
税

の

納
期

の
特
例
と
納
付

給
与
な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
し
た

所
得
税
は
、
徴
収
し
た
月
の
翌
月
十

日
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
ま
た
、
納
付
す
べ
き
源
泉
所

得
税
が
な
い
場
合
で
も
、
給
与
所

得
・退
職
所
得
等
の
所
得
税
徴
収
高

計
算
書

（納
付
書
）
を
税
務
署
へ
提

出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
つ
て
い

ま
す

（
郵
送

で
も
か
ま

い
ま
せ

ん
。）。
と
こ
ろ
で
、
給
与
の
支
給
人
員
が

常
時
十
人
未
満
の
事
業
所
で
は
、
一

定
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

毎
月
の
納
付
を
年
二
回
の
納
付
で
済

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を

「
源
泉
所
得
税
の
納
期

の
特
例
」
制
度
と
い
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
す
と
、

一
月
か
ら
六
月
ま
で
に
源
泉
徴
収

し
た
所
得
税
は
七
月
十
日
ま
で
に
、

七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
源
泉
徴

収
し
た
所
得
税
は
翌
年
の

一
月
十

日
ま
で
に
納
め
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
給
与
の
支
給
人
員
が

常
時
十
人
未
満
で
な
く
な

っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
旨
の
届
出
書
を
遅

滞
な
く
税
務
署
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

六
月
は
町
県
民
税
　
（
一
期
）
、　
国
民
健
康
保
険
税
　
（二
期
）

の
納
期
で
す
　
納
期
限
　
（七
月
二
日
）

ま
で
に
は
納
め
ま
し
ょ
う

〈悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
５
か
条
〉

ン

フ

驚

イ

ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
制
度
と
は
？

契
約

（申
込
み
）
後
の
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に

饂
珀
警卜

手
紙
や
は
が
き
で
申
込
み
の
撤
回

・
解
除
の
意

思
を
知
ら
せ
る
と

← ―

無
条
件
で
申
込
み
の
撤
回
・契
約
の
解
除
が
で
き
る

儀
磯
一諧
な
場
合

．．　
　
　
◆
不
可
静
な
場
合

・ト

う
か

、
　
　
　
　
ヽ
（″
で
Ｚ
′

４

Ｌ
ハ
　
ｏ
" ヽ

⑤おかしいなと思ったら早めに確認
不審に思った場合は早めに近 くの警察や消費者

センターなどの、相談窓口に相談しましょう。

契約後でもクーリング・オフ (無条件解除)が

④日ごろの備えが自分を救う

悪質業者は次にあなたをねらっている

かもしれません。日ごろから被害防止

策を考えておく必要があります。

ま
た
、
納
期
の
特
例
の
承
認
を

受
け
て
い
る
源
泉
徴
収
義
務
者
の

方
で
、
一
定
の
手
続
き
を
行
え
ば
、

七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
分
に
つ

い
て
は
、
翌
年
の

一
月
二
十
日
ま

で
に
納
め
れ
ば
よ
い

「納
期
限
の

特
例
」
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
を
ま
だ
利
用
さ

れ
て
い
な
い
源
泉
徴
収
義
務
者
の

方
に
は
、
こ
の
機
会
に
利
用
さ
れ

る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
既
に

「源
泉
所
得
税
の

納
期
の
特
例
」
を
利
用
さ
れ
て
い

る
源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
は
、
平

成
十
三
年

一
月
か
ら
六
月
ま
で
に

徴
収
し
た
分
に
つ
い
て
、
忘
れ
ず

に
七
月
十
日
（火
）ま
で
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

源
泉
所
得
税
の
納
期

の
特
例
等

の
こ
と
で
お
分
か
り
に
な
ら
な

い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

阿

蘇

税

務

署

ＴＥＬ
０
９
６
７

（２
２
）
０
５
５
１

「
人

権

」

・

、
一

`ナ
,こう
Z“す・・.:、

できる場合があります。 ン
約
解
餘
邊
れ
ま
の

豊
曰き
芳
な
ど
ｔ
ご
相
決
々
さ
ら

■
さ
い
′・

●
法
律
に
規
定
が
あ
る

●
業
界
が
自
主
的
に
規
定
し
て
い
る

●
業
者
が
個
別
的
に
契
約
内
容
に
採

り
入
れ
て
い
る

●
定
め
ら
れ
た
期
間
内
で
あ
る

次
の
場
合
は
日
数
に
関
係
な
く
無

条
件
で
解
約
で
き
ま
す
。

申
込
時

・
契
約
時
に

書
面
を
受
領
し
な
か
っ
た
場
合

書
面
に
ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
の

記
載
が
な
い
場
合

●
ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ

た
●
健
康
食
品
や
化
粧
品
な
ど
の
消
耗

品
を
使
っ
た
り
、　
一
部
を
消
費
し

た
り
し
た

●
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
自
宅
に
呼
び
寄

せ
て
購
入
し
た

●
三
千
円
未
満
の
商
品
を
受
け
取
り

同
時
に
代
金
を
支
払
っ
た

●
通
信
販
売
で
購
入
し
た

●
乗
用
車
を
購
入
し
た

●
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
職
場
の
管
理
者

に
許
可
を
得
て
社
内
で
セ
ー
ル
ス

活
動
を
し
た

●  ●

●●

《
ま
ず
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。
》

人
権

・
同
和
問
題
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
の

中
で
の
自
分
自
身
の
問
題
で
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
言
動
で
差
別

す
る
側
に
も
差
別
さ
れ
る
側
に
も

立
た
さ
れ
ま
す
。

個
人
の
生
き
方
や
資
質
で
は
な

く
、
生
ま
れ
た
地
域
の
違

い
や
性

の
違

い
、
肌
の
色
や
障
害
等
に
つ

い
て
、
偏
見
や
差
別
の
心
を
持

つ

人
が

い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
、

人
々
の
様
々
な
可
能
性
が
阻
ま
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と

て
も
哀
し
い
こ
と
で
す
。

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
人
権

意
識
を
高
め
、
日
常
の
差
別
に
気

づ
き
、
差
別
を
な
く
す
取
り
組
み

を
ご
く
当
た
り
前
の
事
と
し
て
、

行

っ
て
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
社
会

は
変
わ
り
ま
す
。
「
差
別
す
る
つ

も
り
は
な
か

っ
た
」
と
後
で
思
う

よ
り
、
心

の
中
に
常
に

「
差
別
し
な

い
つ
も
り
」
を
持

つ
こ
と
が

大
切
で
す
。　
一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
を
尊
重
し
た
差
別
の
な

い
明

る
い
町
に
し
た

い
も

の
で
す
ね
。

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

Ⅲ
２
・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

(6)

の
口 凸 ‐

L
報

ンヽ
ト
？

エ
ン

う
で

す

0

fゞ

′ヽ

ｔ

♪

υ

高
森
温
泉
館
か
ら
町
に

二
千
四
百
万
円
の
寄
付

高
森
温
泉
館
は
、
平
成
十
二
年
度

か
ら
、
管
理
組
合

（理
事
長
今
村
博

信
）
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
が
、

経
費
の
節
減
や
売
上
等
の
増
加
に
よ

り
、
経
営
が
好
調
な
こ
と
か
ら
、
今

回
の
寄
付
に
至
り
ま
し
た
。

入
館
者
数
は
少
し
ず
つ
減

っ
て
い

る
も
の
の
、
同
組
合
役
職
員
の
経
営

努
力
に
よ
り
、
昨
年
に
比
べ
利
益
の

伸
び
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
職
員

一
同

一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

五
月
二
十
六
日
の

「
ふ
ろ
の
日
」

は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

六
月
ふ
ろ
の
日
は
、
南
郷
ひ
か
る

歌
謡
シ
ョ
ー
を
開
催
予
定
。

「五月ふろの日」 のカラオケ大会

(15)

天
切
な
財
産
を
「
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● トイレは温かくしておきましょう。

●立ち上がりに便利なように、手すりをつ

けましょう。

●立ったり座ったりが困難な人には、和式

トイレに補高便座をつけるといいでしょ

う。介護用品店で市販されています。

● ドアの取っ手をノブ式からレバー式にか

えると便利です

●ズボンのゴムは少しゆるめにしておくと

脱ぎやすいでしょう。

●ズボンの丈は短かめのほうが、踏んだり

汚したりする心配が少なくて便利です。

排泄のお世話①

● ポータブルトイレを利用 ●

背もたれ
ひじかけ

歩けなくても、座

ることができるの

であれば、ポータ

ブル トイレを室内

に置くという方法

があります。ポー

タブル トイレには

つい立てなどして、

周りから見えない

ようにする配慮が

必要です。

お

き

ま

し

よ

う

濡

か

く

し

て

ペーパー
ホルダー

「初盆を迎えるご家庭」の記事について

皆様方の早期発行のご要望

にお応えして、今年は7月 24

目までの内容で、広報誌とは

別に7月 25日 に「広報たかも

り号外」として全 1士帯に配布

します。(こ れ以降の追加、変

更は各組回覧)

次の場合は、戸籍住民係まで連絡してください。

◎掲載を希望されない場合

(翌年度に変更される場合など)

◎お亡くなりになられた方が本町に住所が無かった

が、本町で初盆を迎えられるなどで、本記事への掲

載を希望される場合

■住民生活課 戸籍住民係 TEL2-1111(内線 133)

千
オ

不ロ

の
二
●

い

男女共同参画週間

(6月 23日 ～ 29日 )

男女共同参画社会

の形成の促進を図る

ため、今年度から6

月23日 ～29日 ま
での 1週間が「男女

共同参画週間」とし

て定められました。

期間中、国は、地方

公共団体や女性団体などの協力のもとに行事や

広報活動を展開します。6月 25日 (月 )に は、
「男女共同参画社会づくりに向けての全国会議」

を開催する予定です。

～男女がともに自立し、支えあう社会の実現～

を目指して 。・・

■保健福祉課 福祉係 TEL2-1111(内 線122)

0,

悲
し
み
を
胸
に

釉

戦
後
五
十
六
年
目
を
迎
え
た
日

本
は
、
こ
の
間
、
戦
後
復
興
か
ら
高

度
経
済
成
長

へ
と
突
き
進
み
、
世

界
を
代
表
す
る
経
済
大
国

へ
と
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
年
数

は
経
て
も
ご
遺
族
の
苦
し
み
と
悲

し
み
、
そ
し
て
残
し
た
家
族
の
行

く
末
を
案
じ
戦
場
に
散
ら
れ
た
英

霊
の
痛
恨
の
想
い
は
癒
え
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
家
族
と
、
英
霊
の
気
持
ち

に
少
し
で
も
報
い
た
い
と
、
今
年

も
五
月
二
十
日
に
高
森
中
学
校
体

育
館
で
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
遺
族
や
戦
友
の
方
々
と
来
賓

各
位
が
追
悼
の
言
葉
を
捧
げ
ら
れ

る
と
と
も
に
新
た
な
る
平
和

へ
の

誓
い
を
胸
に
献
花
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
平
和
の
尊
さ
を
真
剣

に
考
え

一
人
ひ
と
り
が
心
に
刻
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
世
界
す

べ
て
が
永
久
の
平
和
で
あ
る
こ
と

を
願
っ
て
。

0

多くの人は「年はとりたくない」といいます。その最も大きな理由は、
「下の世話をされるのはいや」ということではないでしょうか。ですから

介護をする人はトイレの環境一つ一つに配慮することが大切です。

トイレで立ったり座ったりという動作が、お年寄りにとっては思いのほか大変です。特に和式は大変

で、そのために自分で排泄できないことも少なくありません。 トイレにちょっとした工夫をすると自分
で排泄できるようになります。

手すり

和式トイレにつける
補高便座の例

ウォーマーが
ついていると
よい

●できればトイレに近い部屋を準備しましょう。 トイレと部屋が同じ階だと便利です。
●トイレやトイレに行くまでの廊下は、夜中でも明るくしておきましょう。

●いつもきれいにしておけば、スリッパに履き替えなくても大丈夫です。

翻
珍鐵

彩

●   ●

●   ●

／
／

*福祉用具を借 りる場合や手す りを取り付けるなどの住宅改修が必要な場合も、介護保険のサービスに含まれているので、
制度をうまく利用することによって経済的負担を減らすことができます。詳 しくは、行政や在宅介護支援センターの相

談窓口で確認 してください。

■資料/『家庭でできる老人介護の手引き』(発行/リバティ書房)
■協力/社団法人 日本介護福祉士会(803-3507-0784)

「
麻
し
ん

（
は
し
か
）
」

流
行
警
報
！

県
の
感
染
症
発
生
動
向
調
査
に
よ

る
と
、
平
成
十
二
年
十
二
月
か
ら
麻

し
ん
（は
し
か
）
の
増
加
が
み
ら
れ
、

今
年
に
入
っ
て
急
増
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
動
向
か
ら
四
年
ぶ
り
の
流

行
の
兆
し
が
み
ら
れ
、
今
後
県
内
各

地
に
広
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

予
防
に
は
、
予
防
接
種
が
最
も
効

果
的
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
で

は
今
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
十
月
三

十

一
日
ま
で
の
六
ヶ
月
間
、
月
曜
か

ら
金
曜
ま
で
の
午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
町
内
各
医
院
に
て
予
防
接
種
を

行
い
ま
す
。

対
象
者
は
生
後
十
二
月
か
ら
九
十

月
の
ま
だ
麻
し
ん
に
罹
つ
て
い
な
い

乳
幼
児
及
び
、今
年
十
月
三
十
　
日

ま
で
に

一
歳
に
達
す
る
乳
幼
児
で

す
。
対
象
者
に
は
す
で
に
個
別
通
知

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

接
種
す
る
日
の
朝
、
必
ず
役
場
保
健

推
進
係
に
受
付
さ
れ
て
各
医
院
に
行

か
れ
て
く
だ
さ
い
。
対
象
者
の
中
で

ま
だ

一
歳
に
満
た
な
い
乳
児
は
誕
生

Ｈ
が
来
て
か
ら
の
接
種
に
な
り
ま

す
。

■
連
絡
先
　
役
場
保
健
推
進
係

２

・
１
１
１
１
　
内
線
１
２
６

(7) (14)

形

７

和式のトイレを

洋式にかえる

者
追
悼
式

磁
圏

ヽ

１

●

つ
く

高

さ



熊
本
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会
で

五
月
二
十
日
、
熊
本
市

の
Ｋ
Ｋ
Ｗ

ｉ

ｎ
ｇ
に
お
い
て
、
第
三
十
八
同
熊

本
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
．

本
町
か
場
は
、
財
津
廣
司
さ
ん

（昭
和
）
と
、
後
藤
ミ
ヨ
子
さ
ん

（昭

和
）
が
参
加
さ
れ
、
お
二
人
と
も
終

始
元
気
で
競
技
に
も
楽
し
く
参
加
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

さ
る
に
、今
回
は
本
町
冬
野
出
身

で
、
現
在
松
橋
町
在
住
の
岩
下
啓
〓

さ
ん

（二
十
五
才
）
が
、
車
イ
ス
５

千
＝
走
に
参
加
さ
れ
、十
三
分
二
十

秒
と
い
う
大
会
新
記
録
で
見
事
優
勝

し
ま
し
た
。

岩
下
さ
ん
は
、
車
イ
ス
の
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
大

会
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
大
会
で
も
、
素
晴
ら
し
い
走
り

で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
走
る

姿

の
た
く
ま
し
さ
は
感
動
的
で
し

た
。 本

町
出
身
の
岩
下
啓
二
さ
ん
の

活
躍
に
感
激

』
ヨ

Ｌ
Ｅ

第
４３
回
優
良
子
牛
保
留
奨
励
品
評
会

四
月
二
十
四
日
、
南
阿
蘇
畜
協
家
畜
市
場
に
お
い
て
、
畜
産
農

家
の
意
欲
向
上
と
、
畜
産
振
興
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

保
留
牛
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
品
評
会
は
、
町
主
催
に
よ
り
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
各
農
家
自
慢
の
雌
牛
五
十
五
頭
が
出
陳
さ
れ
、
資
質

・
体
形

。

発
育
な
ど
に
つ
い
て
厳
し
い
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（敬
称
略
）

岩下さんの力強い走 り

岩
下
さ
ん
を
中
央
に
後
藤
さ
ん

（左
）
と
財
津
さ
ん

（右
）

●

●   ●

す
が
勢
揃
い

●

若
令
の
部

（
二
十
四
頭
）

▽
優
等
賞
　
甲
斐
成
美

（な
る
あ
き

号
）
▽
一
等
賞
　
本
田
信

一
郎
（み
つ

な
み
号
）
吉
良
山

一
幸

（た
ま
は
な

号
）
甲
斐
広
国
（ひ
と
え
号
）
今
村
助

男

（か
ず
な
み
号
）

壮
令
の
部

（十
六
頭
）

▽
優
等
賞
　
勝
木
忠
男

（ふ
ゆ
る
弐

号
）
▽
一
等
賞

芹
口
秀
吉
（第
三
ひ

め
ま
つ
号
）
勝
木
忠
男

（第
三
み
ず

き
号
）
足
立
秀
美

（第
三
よ
し
え
い

口こ黒
毛
和
牛
の
部

（十
五
頭
）

▽
優
等
賞
　
本
田
清
二

（さ
か
え

号
）
▽
一
等
賞
　
後
藤
昭
博

（み
つ

ひ
ら
号
）
後
藤
末
義

（第

一
さ
か
え

号
）

色
見
小
学
校
児
童
が

五
月
十
日
、
色
見
小
学
校
の

四

・
五
年
生
十
四
人
が
、
社
会

科
の
農
業
体
験
授
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
田
植
え
体
験
を
し
ま
し

た
。初
夏
を
思
わ
せ
る
陽
気

の

中
、
全
員
初
体
験
の
子
ど
も
た

ち
は
、
「
ヌ
ル
ヌ
ル
し
て
何
か

変
な
感
じ
。
」
と

い
い
な
が
ら

も
、　
一
生
懸
命
に
苗
を
植
え
て

い
ま
し
た
。

田
植
え
終
了
と
同
時
に
、
み

ん
な
で
植
え
た
と
こ
ろ
を
、　
ヘ

ビ
が
泳

い
で
来
た
の
で
児
童
た

ち
は
皆
ビ

ッ
ク
リ
。

（
ヘ
ビ
年

に
ヘ
ビ
だ
か
ら
縁
起
が
い
い
の

か
も
）
学
校
で
は
、
収
穫
ま
で
の
管

理
や
、
稲
刈
り
等
も
今
後
体
験

す
る
予
定
と
の
こ
と
。

収
穫
し
た
米
は
、
十

一
月
に

開
催
予
定

の

「
色
見

フ

ェ
ス

タ
」
に
お
い
て
、
も
ち

つ
き
を

行
い
ま
す
。
み
ん
な
で
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

(13)

湧
水
ト
ン
ネ
ル
七
夕
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

七
月
五
日

（本
）
～

七
月
八
日

（
日
）

午
前
九
時
～
午
後
八
時

高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル

■
催
し
も
の

・
高
森
物
産
品
販
売

。
小
中
学
生
七

夕
書
道
展
・七
夕
か
ざ
リ
コ
ン
テ
ス

ト

・
や
ま
め
つ
か
み
ど
り
大
会

騒音等でご迷惑をおかけします

理解・ご協力をお願いします。
・
ご

滞

ヽ

渋

が

第
二
十

一
回

は
な
し
の
ぶ

コ
ン
サ
ー
ト

開
催
の
お
知
ら
せ

六
月
二
十
四
日

（第
四
日
曜
日
）

午
前
十
時
半

阿
蘇
野
草
園
は
な
し
の
ぶ
広
場

（休
暇
村
南
阿
蘇
内
）

明
日
天
気
に
な
あ
れ
―

第
十

一
回

て
る
て
る
ぼ
う
ず

コ
ン
テ
ス
ト

梅
雨
時
期
に
行
わ
れ
る

「
は
な

し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
雨
に
た

た
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
屋
外
で

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、当

日
の
晴
天
を
願
っ
て
皆
様
方
の
ユ

ニ
ー
ク
な
『
て
る
て
る
ぼ
う
ず
』
の

出
展
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
作
品
の
受
付

六
月
二
十
日
（水
）
ま
で
観
光
協
会

ま
で
お
届
け
下
さ
い
。

■
作
品
の
サ
イ
ズ
　
自
由

（持
ち
は
こ
び
で
き
る
程
度
）

■
審
査
　
六
月
二
十
四
Ｈ

（日
）

優
秀
作
品
に
は

賞
状
及
び
記
念
品
贈
呈

■
問
い
合
わ
せ
先

観
光
協
会
　
ｈ
２
・
２
２
３
３

昨年のはな しのぶコンサー ト風景

(8)
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み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

六
月
は
虫
歯
予
防
月
間
で
す
が
、

日
頃
か
ら
気
を

つ
け
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？

町
で
は
、
八
十
才
に
な

つ
て
も

二
十
本
以
上
自
分
の
歯
を
残
そ
う

と
い
う
、
「
８
０
２
０
」
運
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
今
年
も

「
８
０
２

０
」
達
成
者
の
表
彰
を
行

い
ま
す

が
、
達
成
者
の
方
に
共
通
し
て
言

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

み
な
さ
ん

「お
元
気
」
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回

「
８
０
２
０
」
を

達
成
さ
れ
た
方
と
、
そ
う
で
な
い

方
の
医
療
費
の
比
較
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

農業の多面的機能の維持 |こ向けて・

80才で20本以上自分の歯がある人とない人の医療費の比較

「中山間地域等直接支払制度」がスタートしました。
<平成 12年度から 16年度までの 5年間 >

☆どんな農地が対象、 単価は ?
●農業振興地域の農用地区域内で

● lha以上のまとまりのある農用地 (一団の農用地)で
●農業生産条件が不利で、耕作放棄される可能性の高い農用地

が対象です。

対象農用地 条  件
10aあ たり単価 (円 )

ナ田

急傾斜の農用地
田 1/20以上
畑 15度以上

21,000 11,500

●  ●

中
山
間
地
域

（山
間
部
や
、
平
地
と
山
間
地
の
間
の
地
域
）
の
農
業

・
農

村
は
、
地
域
の
上
流
部
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
水
源
か
ん
養
機
能
、
洪
水

防
止
機
能
等
の
多
目
的
機
能
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
下
流
域
の

都
市
住
民
を
含
む
多
く
の
人
々
の
生
命
財
産
と
、
豊
か
な
く
ら
し
が
守
ら
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
山
間
地
域
で
は
、
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
平
地
に

比
べ
自
然
的

。
経
済
的

・
社
会
的
条
件
が
不
利
な
地
域
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
担

い
手
の
減
少

・
耕
作
放
棄
の
増
加
等
に
よ
り
、
多
面
的
機
能
が
低
下
し
て
い

く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
農
業
生
産
の
維
持
を
通
じ
て
多
面

的
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
直
接
支
払
い
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
表
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
８

０
２
０
達
成
で
き
た
人
は
、達
成
で

き
な
か

っ
た
人
に
比
べ
、
医
科
に
か

か
る
日
数

・
医
療
費
と
も
少
な
く

て
す
ん
で
い
ま
す
。
逆
に
歯
科
に
か

か
る
日
数

・
医
療
費
と
も
多
く
か

か

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
自
分

の
歯
が
あ
る
か
ら
こ
そ
歯
科
医
院

に
か
か
る
わ
り
あ

い
が
多

い
の
で

す
ね
。
今
年
か
ら
、
６
０
２
４
達
成
者

の
表
彰
も
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
６
０
２
４
と
は
６
０
歳
で
２

４
本

の
歯
を
持

っ
て
い
る
と

い
う

こ
と
で
す
。

さ
て
、
あ
な
た
の
歯
は

一
体
何

本
あ
り
ま
す
か
？

毎日の食生活でよくかむ習慣を

◎食べることは、かむことから始まります。

私たちは、食べ物を食べることで、生活するためのエネ

ルギーや、栄養素をとり込んでいます。

食べる際に、視覚・嗅覚・味覚・聴覚・触覚と、すべて

の感覚器官を使って、食べ物を確認し味わっています。

そして、かむことによってより深 く食べ物を味わうこと

ができることはもとより、さまざまな効果がありますので、

はじめは一口 30回位を目安に、よくかむ習慣をつけてみ
ましょう。

◎かむことの大切さを考えよう

食品を細かくかみ砕 くため、消化しやすくなります。

だ液がたくさん出るので、虫歯や歯周病を防ぎます。

脳に刺激を与え、記憶力が良くなります。

手づ CC)あやつ

||

´ヽヽ′

□材料

小麦粉 lkg、 ソーダ30～

40g、 水 21/2カ ップ、黒

砂糖 (粉 )500g、 はちみ

つ大さじ3ヽ 4、 塩少々

□作 り方

①鍋に水・黒砂糖とはち

みつを入れ、火にかけ、

ひと煮 アヽちさせて冷まし

ておく。②小麦粉にソーダと塩を入れ、よく混ぜ合わ

せる。O②にCI)を 入れながらこねる。(普サ11の万 1‐ よ

り少しやわらかめにこねる。水がたりない時は、牛乳

を入れる。)①万十を作ったら、すぐセイロに入れて

蒸す。(色が茶色になるまで、30分位 )

食生活改善推進委員

占庄さとみさん、林加代さん (南在)の作品

☆交付対象者はだれですか ?

集落協定に基づき、5年以上継続して、耕作や農用

c) 地等の管理を実際に行う集落が直接支払いの対象にな
ります。

☆集落協定を結び何をするのですか ?

直接支払いを受けるためには集落協定が必要です。

集落協定は、耕作放棄地の解消と発生を防止する等の

多面的機能の確保を図るために、集落の皆さんが今後

5年間に取り組むべき事項について定めます。(集落

協定は13年度以降にも締結できます。)

集落で必ずしなければならない活動
●耕作放棄農地の防止活動

●水路・農道の維持管理

●高齢農家・離農者の農地の賃貸借設定等です

☆本町での集落協定及び支払い状況

※本町では、7集落と協定を結び、総額約 1800万円

の交付金を交付しました。

交付金の使用方法については、集落の共同取 り組み

や、集落の活性化のために使用されることが望まれま

す。

●
栄替±のいただきまあ

■この制度についてのお問い合わせは ・ ・

農林振興課農業振興係までお願いします。

‘

■

区 分 人数
医 科 歯 科

件数 日数 医療費 件数 日数 医療費

8020達成できた人 24 19.9 61.6 400,043 1.5 3.8 86,502

8020達成できなかった人 468 12.4 85.2 601,417 0.5 1.4 10,819

へ
〓　
ヽ

／

，
メ

バ、ヽ́
く
、

集落名 面積 (r) 金額 (円 )

上 在 103,436 2,172,156

森・冬野 115,430 2,424,030

林 99,163 2,082,423

菅  山 88,621 1,861,041

芹  口 264,513 5,554,773

草  部 110,438 2,319,198

野  尻 78,585 1,650,285

合  計 860,186 18,063,906

(9)
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消防なんでも南吾3分署

爾研ヨ■‐て澤 集中豪雨に注意しましょう !
集中豪雨は、限られた地域に突発的に降るため、予測は比較的困難です。雨が 1時間に20ミ リ以
上、または、降り始めてから 100ミ リ以上の総雨量になったら十分な注意が必要です。

梅雨入りを迎える前に・・ 0                   ……
*危険地域の確認 (河川の氾濫するところ・土石
流 。がけ崩れ等の起こりやすいところ)。
*避難場所、避難する道順 (家族全員で話 し合い、確
認 しておく)。
*懐中電灯や トランジスターラジオの準備。
*排水溝などを清掃 し水の流れをよくする。

雨の降りかた等に十分注意し・・・
*防災無線 。ラジオ・テレビ等で気象情報を収集
する。
*増水 した側溝・河川には近づかない。
*がけ崩れ 。土石流・地すべ り (前ぶれとして、山鳴り。地面のひび割れ 。雨が降り続いているの
に水位が下がる 。斜面から水が噴き出す等)に注意する。
*土石流等から逃げるときは流れる方向に対 して直角に逃げる。

饉 畿                   '‐ `鰺鰺

麒高編警察署だよりは

食 中毒 に ご注 黄 を :

① )
②リ

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署  正L2-9034

●
新
入
団
員
紹
介

三
分
団
二
部

三
分
団

一
部

三
分
団
二
部

四
分
団

一
部

四
分
団

一
部

五
　
分
　
団

冨
永
　
正
法

渡
辺
　
真
次

矢
津
田
直
樹

桐
原
　
正
太

興
呂
木
豊
紫

玉
目
　
修

一

み
ん
な
の
生
命
財
産
を
守
り
ま
す

消
防
団
辞
令
交
付
式

高
森
町
消
防
団
の
辞
令
交
付
式
が
五
月
六
日
、
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
町
長
、
飯
干
団
長
を
は
じ
め
町
内
十
四
の
全
分

団
か
ら
分
団
長
な
ど
約
百
名
が
出
席
。
階
級
変
更
に
伴
う
四
十

一

名
と
新
入
団
員
十
三
名
に
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（本
年
度

の
高
森
町
消
防
団
員
数
、
三
百
十
五
名
）0火山噴火、風水害、1也震、火災など人災害が、発生 した

時、避難場所として町が決めているところは、次のとお

りです。

地区名 避 難 場 所

高 森 高森小学校 高森中学校 林業総合センター
色  見 色見小学校
L色見 上色見小学校

野  尻 野尻林業センター 野尻小学校跡地
草 部 基幹集落センター 草部中学校

十 八 七 六 六 五 五
三 分 分

分里里分分分分

団 部 部 団 団 団 団

後 中 佐 吉 黒 熊
藤 山 藤 良 木 谷

良   嘉  聡
平 修 洋 文 薫 志

●  ●

●  ●

馬
場
今
朝
男

家庭でできる食中毒予防
6つのポイント

①食品の購入
・肉・魚等は新鮮な物、表示のある食品は消費期限を確認して購入すること。

②家庭での保存
・冷蔵、冷凍の必要な食品は、持ち帰ったらすぐ冷蔵庫等に入れること。ただし、

詰めすぎは禁物
・冷蔵庫は、10℃以下を保ち、冷蔵・冷凍でも細菌は死にませんので、早めに使
い切ること。

③下準備
・手をよく洗い、調理器具は清潔で消毒したものを使うこと。
・調理中にも、こまめに手を洗うとともに、包丁・まな板は、肉・魚を切った後、熱

湯で消毒すること。
・冷凍食品の解凍は、冷蔵庫や電子レンジで行い、冷凍・解凍は繰り返さないこと。

④調理方法
・加熱して調理する食品は十分加熱すること。
・加熱は、食品の「中心部を75℃以上で 1分以上」を守ること。
・盛り付けは、清潔な手等で、清潔な食器に行うこと。

⑤食事
・食卓につく前に手をよく洗うこと。
・調理後の食品は、早めに食べること。

⑥残った食品の処理
・残った食品は、冷蔵庫等に保存すること。
・温め直して食べる場合は、75℃以上に十分加熱すること。
・時間がたち過ぎた食品は、思い切って捨てること。

食
中
毒
予
防
の
二
原
則

一
、
清
潔
…
新
鮮
な
原
材
料
を
使
う
、
手
沈
い
の
励
行
。

二
、
迅
速
…
景
早
く
調
理
し
、
子
め
に
合
べ
る
。

二
、
か
熱
又
は
今
キ
…
十
分
な
過
熱
、
今
キ
は
十
度
以

下
に
す
る
。

犯罪被害に関することで悩んでおられる方ヘ

○ 犯罪の被害に遭ったけれども、犯人からの仕返しなどが怖くて

届けるのをためらっている

○ 犯罪の被害にあった時の恐怖感を忘れることができずにいる
○ 犯罪により家族を失ったり、後遺症等が残るなどして、精神
的・経済的に困っている

○ ス トーカーやいじめの被害にあっている
○ 夫や恋人からの暴力で悩んでいる

などでお困りの方、 ‐ビひご相談ください。
高森警察署 総務課 被害者支援係
丁EL 2-01 10

(11)

墜:曇‐離場

(10)
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露
町・一

類
腰
類
一贅

〔
・  ・  ‐ヽむ
(ホ翌熙L区 )

★土砂災害防止月間★
(平成 13年 6月 1日から6月 30日 まで)

※被書な量攀餞|こ抑えるた瘍気象情幸最等|こ

注意し、露憫∫こ避灘しまりょう。

ご相談ください犯罪被害に関するお悩み

ヘ
レ

ロ

してくださι


